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参考文献

(1) 九州農政局計画音fl(1962) : ;農業用地下水大規模調査南薩台地地区調査報告書，昭和37fi三度地質地下

7.1<調査報告集

(2) 古川博恭 (1981):九州 ・沖純の地下7.1<，九州大学出版会

29-4.肝 属半島
きもつき

肝属半島の主部は第三紀の日南層群中に貫入した花商岩類からなり ，標高 800-970m の山地

が大隅半島の先端部を東北東から西南西にのびている。これら山地の凹部を阿多火砕流堆積物が

埋めるとともに，西側には標高 180-240m のしらす台地を形成している。

士山下水は谷音1Iに当る花街岩類の )ffi~化部，埋没河床砂l深層および、その上位の阿多火砕流の溶結1;íl

から取水されている。佐多町や根占町における埋没河床砂礁周の深度は 35m から 70m以上あ

る。上ヒ湧出量は 5-30m
3
/d/m程度で必ずしも多くないが， 80 m

3
/d/m 程度のものもある。透水

係数は 10-4_10-6 m/s，貯留係数は 10-2_10-5 である。地下水利用量は大根占町，根占町，田

代町および佐多町にある合計 28本の井戸により ， 日量 3，700111
3を取水している (1)。このうち，

農業用は 11本で日量 1，800m3を占めている。

しかし，阿多火砕流堆積物の屑厚が厚く ，分布範囲の広い火砕流台地では，ほとんど深層の地

下水開発は行われていない。下位に分布する旧期火山岩類を含めて，調査を実施する余地はあり

そうである。

同様な水文地質条件は宮崎県下の鰐塚山地でもみられる。宮崎県串間市を流下する福島川沿い

では，しらす台地面下 41-50ll1にかけて粘土交り砂礁周や砂磯層があり， 比湧出量 266mりd/m

が得られている。また，近傍の日南市を流下する広渡川沿いでも，降下軽石層と旧期河床砂1深層

から取水しており， 比湧出量 40m3/d/m，透水係数 6X 10-5
 m/s，貯留係数 10-2 となっている。

これらの山地の基盤岩は日南層群の頁岩類である。

(猿山光男)

参考文献

(1) 鹿児島県 (1980)・地下水利用等基礎調査報告書一一鹿児島県における地下水問題の状況一一

30.桜 島山麓

(1) 地形・地質

鹿児島湾(錦江湾〉の湾奥にそびえる桜島は北岳 (1，117m)，中岳 (1，060m)および南岳 (1，040m)

の円錐岳群からなり，北岳と南岳に火口を有している。近年，活発な噴煙をあげ，周辺に降灰被

害をも たらしている。

桜島は姶良カノレデラの縁にl噴出した中央火口丘であり，有史以前に山体はほぼ形成されていた。

溶岩流は北岳や南岳の山腹や寄生火山から噴出し， 標高 500m以下に流動団結し，緩斜面からな

る山麓を形成 している。

桜島にみられる最下位の地層は袴腰付近にある標高 70m 程度の小規模な台地を形成する姶良



864 ~~ 2繍地方別にみた地下水

火砕流堆積物である。本層の上位には， 北岳や南岳の本体を構成する溶岩や集塊岩が互層をな し

ており，さらに寄生火山や山腹から噴出した溶岩などが分布している。有史時代にな ってからの

火山活動のうち，最古の ものは 708年 (和銅元年〉の活動が知られている。以後，数回の噴火を

み，それぞれ多量の溶岩を噴出した。これらの溶岩は概して暗黒色で撤密な ものであるが，多孔

賀状，岩i宰状， 集塊岩状および塊状を呈しているもの もある。多種多様な溶岩類からなるため，

作井に際 して採集されたコアーの鑑定は必ずしも容易ではないが 1つの例として NO.9号弁の

記録をみると，南岳山休は溶岩と集塊岩の互層からなっており ，90m 付近に鍵層として役立ち

。

4 凡仔例

Eヨ子扇状地削砂沙峨磯
岩Eヨ砕平T加加史釦釦11寺代浴附

口 先姉問吋吋有帥削附問史£則釧11叫…1，
E回 t… 流
図 …流
G 主な火口
o 比ij)j出企 o~250nV d/mの井戸

・比湧出盆250~500iri'1d 1mの井戸

5km ⑨ 比主主出量500~750m'ld 1mの井戸

図 2-9-136 桜島水文地質 i喰 ~1

そうな軽石層がある。 一方，武音fl落や野尻部落付近に発達する小扇状地は，火山体の崩壊や浸食

による砕屑物が再堆積したもので，火山砂磯状ない し集塊岩状をなす。 層厚は NO.2で 80m，

NO.4で 120m程度，NO.10で 16mとなっている(図2-9-136)。

(2) 地下水

本地域は透水性のよい溶岩類から構成されているため， 一部の河川を除いて地表水の流出がみ

られない。

帯7.k層は No.1，No.2， NO.7が北岳の溶岩， No.3， NO.6が集塊岩， No.4， No.Sが扇状地

砂磯j冨，NO.8が文明溶岩，No. 9， No. 10が南岳の溶岩，集塊岩からなっている。地下水はい

ずれも溶岩類の裂かや空隙中に含まれている。

自然水位はNO.6を除けば，いずれも海水面標高に近い。塩水化の危険をさけるため，揚水試

験の水位低下主を最大 7mとし，他の地域のそれに比して小さくしている。それでも 1弁当 り

46 ~1， 340 m3/d の揚水が可能である。比湧出量は lS0~ 660 m3/d/m とかなり大き い。段階揚水

試験の結果は図 2-9-137に示した。透水量係数は 10-3~ 10-4 m/sて'ある。

地下水は，一般に良質であり ，NO.1， No.3， No.4， NO.6が飲料用に用いられてい る。しか

し， NO.8のように塩水化してしまい，利用できない井戸 もある。不圧地下水を海岸線で採集す

るには，作井位置や深度およびストレ--;1一区間の決定に慎重を期す必要がある (2)。



NO.9は深度 99mの作弁である。本弁は古里

温泉から約 2km西方の位置にあり ，畑地かんが

い用の水源確保を目指したものであったが，熱水

に当っ た。水温は 47
0
C (本地域の地下水温は 180

C前後である)で，塩素 イオン 634ppm，鉄分 42

ppmを含有している。

(猿山光男〉
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(1) 地形・地質

v V リ

10 
(m) 

O. 1 

第9i詳 九州地方の地下水 865 

100 1000 

Q (m'/d) 

一一一ステップ降下時
ーステップ上昇時

図2-9-137 段階揚水試験結果図
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壱l岐島は面積 139km
2
を有し，第三紀の堆積岩の上位に更新世の玄武岩類がほぼ全域に分布

し，さらに完新世に活動したと思われる小規模なl質石丘が点在している。最も分布の広い玄武岩

類はかつて溶岩台地を形成していたが，現在は小河川によって浸食されている。本島の最高峰は

噴石丘からなる岳ノ辻で襟高213m と低い。

島内には，約 4，800haの農地があり，耕地率は 35%にも達している。農地のうち，50%に当

る2，400haは水田で‘あり， 島内の最大河川〈流域面積27kmうであるi幡鉾)11沿いに発達する沖積

平野をはじめ，樹校状応発達する小河川沿いや河川に面した斜面上主台地上の平坦面の一部に分

不Hしてし、る。

壱l技島の基盤は新第三紀に堆積した勝本層で，団結した暗灰色の砂措と頁岩の互層からなり，

島の北半部に分布する。本層は塊状であって亀裂などの発達がみられないため，部分的には地下

水取水が行われている ものの，全体として難透水層で，地下水開発の対象となりにくい。上位に

分布する長者原層比魚化石や植物化石を含む珪藻土層で，難透水層で、あり ，壱岐島の東南部な

どに局部的に分布する。壱岐層は鮮新世に堆積したと考えられており ，団結度の低い砂岩，泥岩，

J深岩および凝灰岩からなり ，壱岐島中央部の深江田{民地に比較的広く分布し，南岸にも局部的に

分布する。良好な帯水層でないが，被圧性の地下水が賦存する。壱:1岐層の上位に，鮮新世後期に

噴出した安山岩や流絞岩があり ，壱l岐島の南岸部に分布している。本局から裂か水が取水されて

いるが，その実態や水文地質構造は不明である。

これらの地層を覆って鮮新世末期から更新世にかけて噴出した玄武岩類が島のほぼ全域に分布


